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二
〇
一
九
年
度 

教
養
学
部
長
と
の

懇
談
会
に
つ
い
て

当
会
は
、
こ
の
春
も
多
く
の
新
入
生
の
保
護
者
の

皆
様
を
新
会
員
と
し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。
当
会
の

春
の
行
事
と
し
て
、
恒
例
の
「
新
入
生
保
護
者
と
教

養
学
部
長
と
の
懇
談
会
」
が
、
四
月
十
三
日
（
土
）

駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
当
会
が
主
催
す
る
も
の
の
中
で
も

年
間
最
も
大
き
な
行
事
で
、
入
学
式
直
後
の
土
曜
日

の
開
催
で
東
京
圏
の
外
か
ら
も
多
く
の
新
入
会
員
の

皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
は
春
の

日
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
次
々
と
お
集
ま
り
い
た
だ
い

た
新
入
生
保
護
者
の
皆
様
は
、
三
一
〇
人
と
い
う
盛

況
で
し
た
。

会
場
の
九
〇
〇
番
教
室
に
、
本
学
教
員
で
オ
ル
ガ

ニ
ス
ト
で
も
あ
る
ヘ
ル
マ
ン
・
ゴ
チ
ェ
フ
ス
キ
先
生

の
オ
ル
ガ
ン
演
奏
が
響
い
て
、
開
会
と
な
り
、
当
会

会
長
、
浅
島
誠
本
学
名
誉
教
授
が
新
し
い
会
友
会

員
の
皆
様
へ
の
歓
迎
の
ご
挨
拶
と
、
当
会
の
活
動
と

趣
旨
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
本
年

度
ご
就
任
の
新
・
教
養
学
部
長
太
田
邦
史
先
生
の
ご

講
演
で
し
た
。
今
日
の
駒
場
の
教
育
が
こ
れ
ま
で
の

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
伝
統
を
踏
ま
え
た
教
育
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
先
進
的
な
研
究
と
が
一
体
と

な
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
前
日
の
入
学
式
と

は
ま
た
違
う
駒
場
の
親
し
い
雰
囲
気
の
中
で
お
話
し

さ
れ
ま
し
た
。

 

講
演
会
終
了
後
、
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
て
九
〇

〇
番
教
室
か
ら
出
て
く
る
保
護
者
の
皆
様
と
共
に
、

教
員
が
案
内
人
と
な
っ
て
歩
く
、
恒
例
の
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。
協
力
教
員
は
、
若
手

教
員
か
ら
ヴ
ェ
テ
ラ
ン
の
駒
場
の
重
鎮
・
名
誉
教
授

ま
で
二
五
人
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
時
計

塔
そ
び
え
る
一
号
館
は
、
通
常
の
教
室
以
外
に
も
、

駒
場
生
活
に
大
い
に
関
わ
り
の
あ
る
学
生
相
談
所

や
、
進
学
情
報
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
ま
す
。
そ
ち
ら
で

の
説
明
の
あ
と
、
さ
ら
に
一
号
館
テ
ラ
ス
か
ら
正
門

や
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物
の
配
置
を
な
が
め
、
周
囲
や

中
庭
の
木
々
を
見
下
ろ
し
て
、
新
入
生
が
キ
ャ
ン
パ

ス
の
中
で
一
番
ひ
ん
ぱ
ん
に
授
業
を
う
け
る
教
室
を

見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
入
生
に
と
っ
て
と
て
も

大
事
な
教
務
課
や
図
書
館
、
駒
場
博
物
館
な
ど
を
、

み
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
案
内
す
る
先
生
た
ち
の
研
究
室
や
、
友

の
会
会
員
の
方
た
ち
の
利
用
も
可
能
な
東
大
の
身
体

科
学
研
究
が
生
か
さ
れ
た
Ｑ
Ｏ
Ｍ
ジ
ム
な
ど
を
見
て

ま
わ
っ
て
か
ら
再
び
参
加
者
の
方
た
ち
が
集
ま
っ
た

の
は
、
生
協
食
堂
二
階
の
昼
食
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
。

昼
食
・
懇
談
会
が
開
か
れ
、
和
や
か
に
食
事
を
ご
一

緒
し
、
ツ
ア
ー
で
親
し
く
な
っ
た
会
員
同
士
や
教
員

と
の
間
で
会
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
こ
の
場
で
増

田
浩
一
事
務
部

長
か
ら
は
、
当

イ
ヴ
ェ
ン
ト
を

そ
れ
ぞ
れ
の
場

で
準
備
し
、
駒

場
生
の
日
常
を

日
々
支
え
て
い

る
教
養
学
部
事

務
部
を
代
表
す

る
職
員
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
東
京
大
学
音
楽
部
管
弦
楽
団
（
東
大
オ
ケ
）

有
志
メ
ン
バ
ー
の
演
奏
を
楽
し
み
、
最
後
は
、
そ
の

伴
奏
で
元
教
養
学
部
長・小
川
桂
一
郎
名
誉
教
授（
本

会
理
事
）
の
リ
ー
ド
で
東
京
大
学
応
援
歌
「
た
だ
ひ

と
つ
」
が
歌
わ
れ
、
記
念
写
真
撮
影
の
後
、
皆
さ
ん

名
残
惜
し
そ
う
に
会
場
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。

（
東
大
駒
場
友
の
会
事
務
局　

総
合
文
化
研
究
科
教
授　

村
松
真
理
子
）

社
員
総
会
と
活
動
報
告
会
・
懇
談

会
に
つ
い
て

六
月
八
日
（
土
）、
駒
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ

ラ
ザ
に
て
「
活
動
報
告
会
」
と
「
懇
親
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
で
、
一
般
社
団
法
人
「
東
大
駒

場
友
の
会
」
と
し
て
の
活
動
報
告
会
は
第
三
回
目
と

な
り
ま
し
た
。
引
続
き
行
わ
れ
た
「
懇
親
会
」に
は
、

当
会
理
事
・
社
員
と
「
報
告
会
」
に
参
加
さ
れ
た
会

員
が
生
協
食
堂
三
階
会
場
に
集
い
、
同
日
開
催
の
学

生
選
抜
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
の
学
生
達
の
演
奏
を
鑑
賞

し
会
食
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
の
懇
親
と
意
見
交
換
を

深
め
る
場
と
な
り
ま
し
た
。「
活
動
報
告
会
」
に
先

が
け
て
行
わ
れ
た
理
事
会
で
の
審
議
を
受
け
、
社
員

総
会
で
浅
島
誠
会
長
の
議
事
進
行
に
よ
り
協
議
・
承

認
さ
れ
た
事
業
・
会
計
報
告
と
二
〇
一
九
年
度
事
業

計
画
・
予
算
案
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
ご
報
告
し
ま
す
。

二
〇
一
八
年
度
事
業
報
告

Ⅰ 

懇
談
会
・
講
演
会
・
演
奏
会
な
ど
の
開
催
（
共
催
・

協
賛
な
ど
は
一
部
の
行
事
の
み
を
記
載
）

一　

新
入
生
ご
父
母
と
教
養
学
部
長
と
の
懇
談
会

（
四
月
十
四
日
）

二　

音
楽
演
奏
会
の
共
催
と
協
賛
（
オ
ル
ガ
ン
委
員

会
、
ピ
ア
ノ
委
員
会
な
ど
が
主
催
す
る
も
の
）

三　

秋
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
「
東
大
教
員
と
巡
る
駒
場

博
物
館
と
キ
ャ
ン
パ
ス
」（
九
月
二
二
日
）

四　

味
覚
の
ア
ト
リ
エ
＠
駒
場
（
十
月
二
二
日
）

五　

秋
の
講
演
会
（
十
一
月
二
五
日
）

Ⅱ 

寄
付
事
業
の
推
進

「
学
生
の
た
め
の
寄
付
」
を
実
施
。
会
員
有
志
や

未
入
会
の
新
入
生
父
母
か
ら
合
わ
せ
て
二
、

九
四
一
、〇
〇
〇
円
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
な
寄
付
先
と
そ
の
活
動
は
以
下
の
通
り
で
す
。
駒

場
図
書
館
学
生
用
図
書
（
一
、二
八
〇
、三
五
〇
円
）、

三
鷹
国
際
学
生
宿
舎
院
生
会
（
十
五
万
円
）、
Ｈ
Ｃ

Ａ
Ｐ
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
学
生
と
の
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
一
〇
〇
、八
〇
〇
円
）、
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ク
ス

ト
リ
ー
ダ
ー
ズ
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
二
二
万
円
）、
海
洋
調

査
探
検
部
（
一
八
四
、〇
〇
〇
円
）、P

an
dadon

（
一
一
一
、二
〇
〇
円
）、
駒
場
祭
へ
の
協
賛
（
四
〇
万

円
）、
駒
場
博
物
館
（
特
別
展
広
報
活
動
へ
の
支
援
、

四
七
二
、五
〇
〇
円
）、「
金
曜
特
別
講
座
」
へ
の
支

援（
五
八
、八
〇
六
円
）、協
力
行
事「
ラ
テ
ン・フ
ル
ー

ト
の
大
洋
」（
二
七
、五
〇
〇
円
）。
こ
れ
ら
の
寄
付

事
業
経
費
二
一
〇
、一一
六
円
と
合
わ
せ
寄
付
支
出
の

合
計
は
三
、二
一
五
、二
七
二
円
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅲ 

広
報
活
動

一　

会
報
第
三
一
号
（
二
〇
一
八
年
九
月
十
五
日
）、
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第
三
二
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
十
五
日
）

二　
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

 
h

ttp
s://tom

on
ok

ai.c.u
-tok

yo.ac.jp
/

Ⅳ 

会
員
・
会
友
の
獲
得

二
〇
一
九
年
三
月
三
一
日
（
期
末
）　

会
員
数　

終

身
会
員
一
四
五
名
、
通
常
会
員
四
五
一
名
、
会
友
二
、

八
〇
七
名
（
合
計
三
、四
〇
三
名
）。
一
高
同
窓
会
会

員
一
七
二
名
、
東
高
同
窓
会
会
員
七
三
名

Ⅴ.

理
事
会
・
社
員
総
会
や
各
種
委
員
会
の
開
催

一　
理
事
会
・
総
会
の
開
催
（
六
月
二
日
）

二　

事
務
局
運
営
会
議
の
定
期
開
催（
五
月
十
四
日
、

七
月
九
日
、
十
月
一
日
、
一
月
八
日
）

三　
一
高
同
窓
会
担
当
専
門
委
員
会（
五
月
十
七
日
）

二
〇
一
九
年
度
事
業
計
画
案

Ⅰ 

懇
談
会
・
講
演
会
・
演
奏
会
な
ど
の
開
催

一　

新
入
生
保
護
者
と
教
養
学
部
長
と
の
懇
談
会

（
四
月
十
三
日
開
催
済
）

二　

 

講
演
会
等
の
開
催

三　

東
大
駒
場
友
の
会
主
催
「
味
覚
の
ア
ト
リ
エ

＠
駒
場
」

四　

音
楽
活
動
の
支
援
（
教
養
学
部
オ
ル
ガ
ン
委
員

会
、
ピ
ア
ノ
委
員
会
が
開
催
す
る
演
奏
会
）

五　

駒
場
博
物
館
へ
の
支
援

六　

金
曜
特
別
講
座
へ
の
協
力

Ⅱ 

寄
付
事
業
の
推
進 

「
学
生
の
た
め
の
寄
付
」
と
し
て
寄
せ
ら
れ
る
寄

付
金
を
活
用
し
、
教
養
学
部
お
よ
び
学
生
団
体
へ
の

寄
付
、教
員
か
ら
の
事
業
提
案
へ
の
支
援
を
継
続
し
、

駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
、
三
鷹
国
際
学
生
宿
舎
等
の
教
育

研
究
の
環
境
の
向
上
と
多
様
化
に
協
力
す
る
。
今
年

度
行
わ
れ
る
教
養
学
部
七
〇
周
年
記
念
行
事
へ
の
協

力
を
行
う
。
教
養
教
育
の
振
興
の
た
め
に
資
す
る
新

た
な
基
金
を
設
立
す
る
。

Ⅲ 

広
報
活
動

一　

会
報
第
三
三
号
、
第
三
四
号
の
発
行

二　
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

 
h

ttp
s://tom

on
ok

ai.c.u
-tok

yo.ac.jp
/

Ⅳ 

理
事
会
・
社
員
総
会
や
各
種
委
員
会
の
開
催

一　

理
事
会
・
社
員
総
会
・
活
動
報
告
会
・
会
員
懇

談
会
の
開
催
（
六
月
八
日
開
催
済
）

二　

定
例
事
務
局
運
営
会
議
の
開
催
（
年
四
回
）

三　
一
高
同
窓
会
担
当
専
門
委
員
会
（
六
月
四
日
開

催
済
）

決
算
と
予
算
の
詳
細
に
つ
い
て
は

ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
（h

ttp
s://tom

on
ok

ai.c.u
- 

tok
yo.ac.jp

）
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち

ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

蜘
蛛
の
巣
を
払
う
女 

　
―
駒
場
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

板
津
木
綿
子

ア
メ
リ
カ
で
の
大
学
院
生
活
を
終
え
て
帰
国
し
、

二
〇
〇
八
年
に
駒
場
に
着
任
し
た
と
き
、
若
者
の
性

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
感
じ
ら
れ
な
い
キ
ャ
ン
パ
ス
だ

な
と
思
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
留
学
中
は
、南
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
の
太
陽
の
も
と
、
ア
メ
リ
カ
の
青
春
ド
ラ
マ

さ
な
が
ら
に
、
学
生
た
ち
が
手
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
教

室
に
向
か
っ
た
り
、
教
室
に
入
る
前
に
ハ
グ
し
た
り

す
る
風
景
に
目
が
慣
れ
て
い
た
。
日
本
国
内
の
他
の

大
学
で
も
こ
う
い
う
光
景
は
あ
る
と
思
う
が
、
駒
場

キ
ャ
ン
パ
ス
に
そ
う
い
う
気
配
が
一
切
な
い
こ
と
が

不
思
議
だ
っ
た
。
き
っ
と
駒
場
は
恋
愛
な
ど
に
う
つ

つ
を
抜
か
す
こ
と
な
く
、
ス
ト
イ
ッ
ク
に
勉
学
に
勤

し
む
学
生
が
多
く
集
ま
る
場
な
ん
だ
、
と
自
分
な
り

に
考
え
た
。

で
も
、
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
に
性
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
な
い
と
い
う
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
「
性
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
消
さ
れ
た
」
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
年
を
経
る
ご
と
に
分
か
っ
て
き
た
。
実

際
、駒
場
の
門
を
く
ぐ
っ
た
瞬
間
に
「
性
が
消
え
る
」

わ
け
は
な
い
の
だ
が
、
自
認
し
て
い
る
性
や
ジ
ェ
ン

ダ
ー
に
つ
い
て
話
題
に
す
る
こ
と
が
憚
ら
れ
る
土
壌

が
長
年
育
ま
れ
て
き
た
。

女
性
教
員
と
し
て
東
大
で
働
く
こ
と
の
感
覚
を
ど

う
表
現
で
き
る
か
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
話
題
が
タ
ブ
ー

視
さ
れ
て
き
た
環
境
で
、（
ま
し
て
や
、
保
護
者
や

教
職
員
な
ど
が
読
む
こ
の
会
報
で
）
こ
の
問
い
に
答

え
る
の
は
、
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
。「
女
性
で
あ

る
か
ら
こ
そ
」
体
験
し
て
い
る
駒
場
の
風
土
が
あ
る

の
だ
が
、
あ
か
ら
さ
ま
な
性
差
別
を
日
常
的
に
味

わ
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
し
、
言
語
化
し
に
く
い
。

強
い
て
表
現
す
る
な
ら
、
私
は
、
東
大
の
女
性
教

員
と
し
て
た
え
ず
蜘
蛛
の
巣
を
払
い
の
け
て
い
る
よ

う
な
感
覚
が
あ
る
。
蜘
蛛
の
巣
は
、
一
重
く
ら
い
肌

に
つ
い
て
も
、
払
い
の
け
れ
ば
い
い
わ
け
で
、
た
い

し
た
こ
と
は
な
い
。
蜘
蛛
の
糸
が
ち
ょ
っ
と
顔
に
か

か
っ
た
く
ら
い
で
、
そ
の
蜘
蛛
を
駆
除
せ
ね
ば
と
は

考
え
な
い
し
、そ
ん
な
こ
と
に
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
な
っ

て
い
る
ほ
ど
暇
で
も
な
い
。

で
も
、
そ
の
蜘
蛛
の
糸
が
毎
日
毎
日
、
何
度
も
何

度
も
女
性
の
顔
に
だ
け
付
着
す
る
と
い
う
架
空
の
状

況
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
が
私
の
女
性
教
員
と
し

て
東
大
で
働
く
こ
と
の
感
覚
で
あ
る
。
蜘
蛛
の
糸
が

顔
に
か
か
る
頻
度
が
高
い
の
で
、
そ
の
糸
に
引
っ
か

か
ら
な
い
よ
う
に
、
頭
を
下
げ
て
、
手
で
払
い
の
け

る
動
き
を
絶
え
ず
し
て
い
る
と
、
そ
の
動
作
が
体
に

染
み
込
ん
で
、
所
作
の
一
部
と
な
っ
て
習
慣
づ
け
ら

れ
て
し
ま
う
。
顔
に
糸
が
触
れ
な
い
よ
う
前
か
が
み

に
な
り
、
だ
ん
だ
ん
動
作
も
制
限
さ
れ
る
。
毎
日
わ

ず
ら
わ
し
い
な
と
思
い
な
が
ら
も
、
蜘
蛛
の
駆
除
を

お
願
い
す
る
の
は
た
め
ら
う
。
こ
の
程
度
の
わ
ず
ら

わ
し
さ
は
我
慢
す
れ
ば
よ
い
、
と
自
分
に
言
い
聞
か

せ
る
。
蜘
蛛
の
巣
に
触
れ
た
か
ら
っ
て
実
害
が
あ
る

わ
け
で
は
な
し
、
そ
ん
な
小
さ
な
こ
と
に
労
力
を
割

く
よ
り
も
、
も
っ
と
優
先
順
位
の
高
い
課
題
が
山
積

し
て
い
る
か
ら
、と
言
い
聞
か
せ
る
。で
も
、こ
う
い
っ

た
経
験
が
積
み
重
な
り
、
職
場
と
し
て
の
居
心
地
の

悪
さ
や
息
苦
し
さ
に
つ
な
が
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被
っ
て
い
る
、

と
弱
音
を
吐
く
の
は
か
っ
こ
悪
い
し
、
弱
み
を
見
せ

た
く
な
い
。
か
と
い
っ
て
、
何
も
し
な
い
で
い
て
も

改
善
は
見
込
め
な
い
し
、
や
り
場
の
な
い
思
い
が
増

す
ば
か
り
だ
。

こ
う
い
っ
た
感
覚
は
女
子
学
生
か
ら
も
聞
こ
え
て

く
る
。「
通
っ
て
い
た
高
校
で
は
、
普
通
に
女
子
も

男
子
も
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
を
し
て
い
た
の
に
、
東
大

に
来
た
ら
、
な
ぜ
か
長
は
男
子
で
、
副
が
女
子
と
い

う
暗
黙
の
了
解
が
あ
っ
て
、
幻
滅
し
た
」「
サ
ー
ク

ル
で
他
大
学
の
女
子
は
入
会
で
き
る
の
に
、
東
大
女

子
だ
と
い
う
こ
と
で
断
ら
れ
た
」「
ク
ラ
ス
に
女
子

が
一
人
か
二
人
し
か
い
な
い
と
き
は
、
肩
身
の
狭
い

思
い
を
す
る
こ
と
が
あ
る
」「
海
外
に
行
け
ば
女
性

も
活
躍
で
き
る
場
が
多
い
か
ら
、
留
学
し
て
、
ゆ
く

ゆ
く
は
海
外
で
仕
事
し
た
い
」

せ
っ
か
く
全
国
か
ら
優
秀
な
女
子
学
生
が
入
学
し

て
き
て
く
れ
て
も
、
こ
れ
で
は
か
わ
い
そ
う
だ
。
東

大
入
学
者
に
占
め
る
女
子
の
割
合
が
二
割
を
超
え
ら

れ
ず
に
い
る
が
、
優
秀
な
女
子
学
生
の
第
一
希
望
に

な
れ
な
い
東
大
は
ど
う
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し

て
（
し
ま
っ
て
）
い
る
の
か
。
私
の
友
人
の
お
嬢
さ

ん
は
、
東
大
に
仮
に
入
学
し
て
も
生
き
生
き
の
び
の

び
成
長
で
き
な
い
と
見
切
り
を
つ
け
て
、
高
校
生
な

が
ら
さ
っ
さ
と
海
外
に
留
学
し
て
し
ま
っ
た
。
最
近

の
頭
脳
流
出
は
女
子
だ
け
で
は
な
く
、
優
秀
な
男
子

高
校
生
に
も
及
ん
で
お
り
、研
究
、思
考
、人
的
ネ
ッ
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ト
ワ
ー
ク
の
多
様
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
海
外
の
一

流
大
学
に
高
校
生
た
ち
が
流
れ
始
め
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
動
向
に
敏
感
な
学
生
た
ち
が
動
き
出

し
た
。
去
年
く
ら
い
か
ら
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
多
様
性

に
つ
い
て
学
生
同
士
の
対
話
を
促
す
学
生
企
画
が
構

内
で
た
び
た
び
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
東
京
大

学
新
聞
や
東
大
生
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ガ
ジ
ン
の

U
M

E
E

T

で
も
、
東
大
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
東
大
女
子

を
取
り
上
げ
た
記
事
が
増
え
て
き
た
。
学
生
た
ち
の

真
摯
な
議
論
が
大
学
の
風
土
を
変
え
る
風
穴
を
作
っ

て
く
れ
る
よ
う
な
予
感
が
す
る
。

（
総
合
文
化
研
究
科
准
教
授
／

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
推
進
室
兼
任
）

パ
パ
に
と
っ
て
の 

ラ
イ
フ
と
キ
ャ
リ
ア

金
沢
慎
太
郎

私
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
経
営
に
日
々
取
り
組
む
傍
ら

で
、一
般
社
団
法
人P

ap
a to

 C
h

ildren

（
Ｐ
ｔ
ｏ
Ｃ
）

の
理
事
と
し
て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
「
パ

パ
に
と
っ
て
」
の
ラ
イ
フ
と
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
、

お
伝
え
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

い
わ
ゆ
る「
働
く
マ
マ
」に
つ
い
て
の
問
題
は
、様
々

な
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。「
マ
ミ
ー
ト

ラ
ッ
ク
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
出
産
・
育

児
を
経
た
女
性
が
キ
ャ
リ
ア
で
出
世
コ
ー
ス
を
外
れ

る
な
ど
の
話
は
、
皆
さ
ん
の
日
常
で
も
よ
く
目
に
す

る
こ
と
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
方
、「
働
く
パ
パ
」

に
つ
い
て
の
問
題
は
、
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
女
性
に
比
べ
て
男
性

は
負
荷
が
少
な
い
と
は
い
え
、「
働
く
パ
パ
」
も
い

ろ
ん
な
悩
み
を
持
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
キ
ャ
リ
ア
と
育
児
の
バ
ラ
ン
ス
。「
イ

ク
メ
ン
」
と
い
う
言
葉
が
広
ま
っ
て
き
た
と
は
い
え
、

世
間
的
に
は
男
性
は
働
く
も
の
、
と
い
う
風
潮
が
強

い
で
す
。（
私
た
ち
は
「
イ
ク
メ
ン
」
と
い
う
言
葉

が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
強
い
違
和
感
を
覚
え
て

い
ま
す
が
…
）「
も
っ
と
子
ど
も
と
触
れ
合
い
た
い
」

と
思
っ
て
い
な
が
ら
も
、
い
ろ
ん
な
事
情
で
出
来
て

い
な
い
パ
パ
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
マ
マ
の
場
合
は
、

「
マ
マ
友
」
に
色
々
と
相
談
出
来
る
こ
と
も
多
い
で

す
が
、
実
は
「
パ
パ
友
」
っ
て
あ
ん
ま
り
い
な
い
ん

で
す
よ
ね
。
男
性
が
カ
ッ
コ
つ
け
が
ち
な
こ
と
も
あ

り
、
仕
事
の
こ
と
な
ら
相
談
で
き
る
の
に
自
分
の
家

庭
の
こ
と
だ
と
相
談
で
き
な
い
。。。
と
い
う
パ
パ
は

多
い
で
す
。（
近
し
い
人
に
は
カ
ッ
コ
つ
け
て
し
ま
っ

て
、
本
音
で
悩
み
相
談
で
き
な
い
と
い
う
の
が
、
男

性
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
よ
ね
。
ち
な
み
に
、
私
も

そ
う
で
す
。）

Ｐ
ｔ
ｏ
Ｃ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
悩
み
に
対
し
、「
裸

に
な
っ
て
さ
ら
け
出
せ
る
場
」
を
作
っ
て
い
ま
す
。

お
金
の
問
題
、
子
ど
も
の
教
育
や
発
達
の
問
題
、
夫

婦
の
セ
ッ
ク
ス
レ
ス
の
問
題
…
取
り
扱
う
テ
ー
マ
は

様
々
で
す
が
、
妻
に
は
向
き
合
っ
て
話
す
の
は
難
し

く
、
職
場
の
同
僚
に
話
す
に
は
気
が
引
け
る
内
容
ば

か
り
。
月
に
一
回
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
た
り
、
オ
フ
ラ

イ
ン
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
メ
イ
ン
の
活
動

で
す
が
、
共
通
し
て
い
る
の
は
「
心
理
的
な
安
全
性

が
高
い
場
づ
く
り
」。
み
ん
な
が
同
じ
よ
う
な
悩
み

を
抱
え
て
お
り
、
誰
か
が
誰
か
を
教
え
る
の
で
は
な

く
、
と
も
に
共
感
し
て
お
互
い
に
支
え
合
う
、
相
互

互
助
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴

で
す
。

私
自
身
も
、
育
児
や
家
庭
の
こ
と
で
少
し
モ
ヤ
モ

ヤ
し
た
ら
、
す
ぐ
に
Ｐ
ｔ
ｏ
Ｃ
のF

aceb
ook

メ
ッ

セ
ン
ジ
ャ
ー
グ
ル
ー
プ
に
投
稿
し
て
、
誰
か
に
話
を

聞
い
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
メ
ン
バ
ー
の

誰
か
し
ら
か
ら
経
験
談
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
共

感
し
た
り
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
と
い
っ
た

や
り
取
り
が
発
生
す
る
ん
で
す
。
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

は
、「
モ
ヤ
モ
ヤ
を
吐
き
出
す
」と
い
う
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
て
、
た
と
え
ば
朝
、
育
児
に
つ
い
て
奥
さ
ん
と

言
い
合
っ
た
と
し
て
、一
日
そ
の
ま
ま
で
過
ご
す
の
っ

て
辛
い
で
す
よ
ね
？
そ
の
気
持
ち
を
自
分
だ
け
で
た

め
込
ま
ず
に
、
Ｐ
ｔ
ｏ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
に
吐
き
出
す

こ
と
で
、
か
な
り
気
持
ち
的
に
は
ヘ
ル
シ
ー
に
な
り

ま
す
。
い
ま
は
ま
だ
そ
の
一
歩
で
し
か
な
い
で
す
が
、

そ
う
い
っ
た
場
を
提
供
し
つ
づ
け
る
こ
と
で
、「
パ
パ

が
パ
パ
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
て
る
」
世
界
を

創
っ
て
い
き
た
い
で
す
し
、「
子
ど
も
が
大
人
に
な

る
こ
と
を
楽
し
み
な
社
会
」
を
創
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
少
々
話
が
飛
び
ま
す
が
、
私
が
役
員
を
務

め
る
エ
ッ
グ
フ
ォ
ワ
ー
ド
で
は
、「
人
の
可
能
性
を
高

め
る
」
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
多
く
の
人
の
自
己

実
現
に
向
け
た
組
織
開
発
や
人
材
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
自
己
実
現
に
向
け
て
は
、「
組
織
が
（
個

人
に
）
求
め
る
あ
る
べ
き
姿
」
と
「
個
人
と
し
て
の

あ
り
た
い
姿
」
のG

A
P

を
埋
め
る
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
お
り
、
組
織
向
け
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

や
、
個
人
向
け
の
コ
ー
チ
ン
グ
や
キ
ャ
リ
ア
開
発
を

行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、「
仕
事
・
職
場
」
に
閉
じ

た
話
だ
け
で
は
、
本
当
の
意
味
で
の
自
己
実
現
は
難

し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
あ
た
り
ま
え
で
す
が
、
ラ

イ
フ
の
中
に
キ
ャ
リ
ア
や
ワ
ー
ク
は
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
人
生
に
お
け
る
幸
福
度
や
自
己
実
現
度
を
最

大
化
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
、
と
い
う
視
点
で
考

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
自
分
の
「
ラ
イ
フ
」
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
に
対
し
、
も
っ
と
も
っ
と
関
心
を
寄
せ
ら

れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
ｔ
ｏ
Ｃ

の
活
動
は
そ
の
一
環
で
す
が
、
特
に
パ
パ
は
ど
う
し

て
も
、
キ
ャ
リ
ア
や
ワ
ー
ク
に
対
し
て
関
心
が
寄
り

が
ち
で
す
。
で
も
一
歩
引
い
て
み
て
自
分
の
人
生
を

見
て
み
る
と
、
キ
ャ
リ
ア
や
ワ
ー
ク
以
上
に
大
事
な

こ
と
っ
て
あ
り
ま
す
よ
ね
？
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
、
自

分
の
人
生
で
大
事
に
し
た
い
こ
と
に
目
を
向
け
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
本
業
で
も
、
Ｐ
ｔ
ｏ
Ｃ
で

も
、
な
る
べ
く
多
く
の
人
の
自
己
実
現
が
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
く
の
で
、
ど
こ
か
で

お
目
に
か
か
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

（
平
成
二
十
年
文
科
三
類
入
学　

平
成
二
十
四
年

経
済
学
部
卒
）

「
幸
せ
」な
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
で
あ
れ
ば
そ

れ
で
よ
い
の
か
？

佐
々
木
裕
子

少
し
以
前
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
二
〇
一
六
年
四

月
に
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
ク
ィ
ア
・
ス
ペ
ー
ス
」
と

冠
し
た
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
主
催
：
東
京
大
学
大

学
院
博
士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
多
文
化
共
生
・
統
合
人
間
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｉ
Ｈ

Ｓ
）」
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
5
「
多
文
化
共
生
と
想

像
力
」）
が
本
学
に
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
、

ゲ
ス
ト
の
一
人
で
あ
る
菅
野
優
香
さ
ん
（
同
志
社
大

学
）
か
ら
興
味
深
い
指
摘
が
あ
っ
た
。
近
年
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
の
権
利
問
題
が
人
権
問
題
と
し
て
認
知
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
主
に
扱
う
映
画
祭
が
地

方
自
治
体
な
ど
か
ら
助
成
金
を
も
ら
う
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
る
。
こ
れ
は
多
様
性
を
尊
重
す
る
動
き
の
よ

う
で
は
あ
る
も
の
の
、
他
方
で
、
分
か
り
や
す
い
カ

ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
成
立
を

扱
っ
た
話
が
増
え
て
お
り
、
映
画
で
表
現
さ
れ
る
セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
多
様
性
と
い
う
意
味
で
は
む
し
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ろ
貧
し
い
も
の

に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か

と
の
こ
と
だ
っ

た
。確

か
に
、
近

年
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」

と
い
う
語
が
盛

ん
に
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
し
て
お
り
、
何
ら
か
の
良
い

こ
と
が
起
き
て
い
る
と
い
う
印
象
が
強
ま
っ
て
い
る

こ
と
は
筆
者
も
日
々
実
感
す
る
も
の
の
、
一
方
で
現

状
へ
の
疑
念
を
強
め
て
も
い
る
。

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
動
き
の
中
で
も
特

に
着
目
さ
れ
る
も
の
の
一
つ
に
、
二
〇
一
五
年
五
月

に
渋
谷
区
が
導
入
を
開
始
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
同
性

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
が
あ
る
。
同
様
の
制
度

は
、
現
在
で
は
二
〇
を
超
え
る
自
治
体
に
お
い
て
採

用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
実
際
の
と
こ
ろ
、
婚
姻
と

は
ほ
ど
遠
い
ほ
ど
の
権
利
の
保
障
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
報
道
記
事
に
は
し
ば
し
ば
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
当
事
者
に
よ
る
歓
迎
の
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
証
明
」
を
得

た
カ
ッ
プ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
も
た
び
た
び
メ
デ
ィ
ア
に

登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
連
の
動
き
に
つ
い
て
は
、「
同
性
」
の
カ
ッ
プ
ル

の
生
活
上
の
様
々
な
困
難
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
た
こ

と
、
し
ば
し
ば
過
剰
に
あ
る
い
は
た
だ
単
に
性
的
な

も
の
、
病
的
な
も
の
、
笑
い
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
た
ち
の
、「
ふ
つ
う
」で
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
主
流
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
流
布

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
、
一
定
の
肯
定

的
な
評
価
が
下
せ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
で
十
分
な

の
だ
ろ
う
か
？

ク
ィ
ア
理
論
家
の
サ
ラ
・
ア
ー
メ
ド
は
二
〇
一
〇

年
の
著
書
『
幸
せ
の
約
束
』
に
お
い
て
、
同
性
を
性

的
な
対
象
と
す
る
こ
と
が
す
で
に
受
け
容
れ
ら
れ
て

い
る
と
す
る
「
幻
想
」
は
、
な
お
も
続
く
差
別
や
暴

力
を
覆
い
隠
す
だ
け
で
な
く
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

た
ち
が
分
か
り
や
す
い
「
幸
せ
」
の
か
た
ち
に
同
化

す
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
言

う
ま
で
も
な
く
、「
同
性
」
の
カ
ッ
プ
ル
に
保
障
を

与
え
る
制
度
は
（
少
な
く
と
も
日
本
の
現
状
に
お
い

て
は
）、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
た
ち
が
日
々
直
面
す

る
差
別
的
な
発
言
や
態
度
、
好
奇
の
ま
な
ざ
し
、
物

理
的
な
排
除
や
暴
行
な
ど
が
、
急
速
に
消
滅
す
る
こ

と
、
あ
る
い
は
法
的
な
処
罰
の
対
象
と
な
る
こ
と
す

ら
も
約
束
す
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
も
そ
も
こ
の
社
会
に
お
い
て
「
正
し
い
」
と
さ

れ
て
い
る
の
は
、男
／
女
ら
し
さ
の
規
範
を
ま
も
り
、

特
定
の
異
性
と
二
人
き
り
の
恋
愛
を
し
、
結
婚
、
子

産
み
・
子
育
て
を
す
る
と
い
う
性
の
あ
り
方
だ
。
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
生
モ
デ
ル
と
し
て
、
カ
ッ
プ

ル
が
生
計
を
一
に
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
イ
メ
ー
ジ
が

繰
り
返
し
前
面
に
出
て
く
る
と
い
う
の
は
、こ
の
「
正

し
さ
」
の
力
づ
よ
さ
を
物
語
る
も
の
だ
と
言
え
る
。

問
題
な
の
は
そ
の
一
方
で
、こ
の
よ
う
な
良
き「
幸
せ
」

な
人
生
の
道
の
り
を
歩
む
こ
と
を
の
ぞ
ま
な
い
／
が

で
き
な
い
人
び
と
の
存
在
や
、
そ
の
抱
え
る
困
難
が

は
る
か
に
見
え
な
く
さ
れ
る
こ
と
だ
。
ま
た
、
こ
の

モ
デ
ル
を
大
き
く
逸
脱
す
る
よ
う
な
欲
望
や
、
性
的

な
実
践
や
表
現
に
つ
い
て
の
語
彙
や
想
像
力
も
、
乏

し
い
ま
ま
と
な
っ
て
し
ま
う
。

主
流
の
伝
統
的
な
価
値
観
に
似
た
よ
う
な
あ
り

方
を
目
指
す
限
り
に
お
い
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
決
し

て
同
等
と
は
言
え
な
い
権
利
が
授
け
ら
れ
、
そ
の
こ

と
で
差
別
が
多
い
に
解
消
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
「
幻

想
」
が
は
び
こ
る
と
い
う
の
は
、
果
た
し
て
多
様
性

が
尊
重
さ
れ
て
い
る
状
態
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
？

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
「
正
し

さ
」
の
力
が
残
る
と
い
う
の
は
、
女
性
を
家
に
と
め

お
き
、
家
事
労
働
の
担
い
手
と
し
、
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
こ
と
を
何
よ
り
の
良
き
美
徳
と
し
て
き
た
価

値
観
も
ま
た
生
き
永
ら
え
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
価
値
観
が
常
に
批
判
的
に
問

い
直
さ
れ
、
変
更
さ
れ
な
い
限
り
、
力
を
も
た
な
い

側
に
置
か
れ
た
人
び
と
の
性
／
生
は
な
お
も
困
難
な

も
の
と
な
る
。

残
念
な
が
ら
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
女
性
や
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
差
別
・
侮
蔑
的
発
言
や
扱
い

が
あ
る
と
の
情
報
が
途
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。
見
せ

か
け
で
は
な
い
多
様
性
尊
重
の
議
論
の
土
壌
が
豊
か

に
な
る
日
は
来
る
の
か
？
た
だ
待
つ
こ
と
に
倦
み
か

ね
て
い
る
。

（
総
合
文
化
研
究
科　

博
士
課
程
／
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム・ク
ィ
ア
理
論
、
レ
ズ
ビ
ア
ン・ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
）
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秋
の
行
事
の
ご
案
内  

要
予
約

詳
細
、
予
約
方
法
等
は
順
次
、
当
会
の
ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

＊
味
覚
の
ア
ト
リ
エ
＠
東
大
駒
場

十
月
二
一
日
（
月
）　

十
九
時
〜
二
一
時
（
予
定
）

＊
秋
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
（
レ
ク
チ
ャ
ー
と
昼
食
会
）

「
東
大
教
員
と
巡
る
駒
場
博
物
館
と
キ
ャ
ン
パ
ス
」

十
一
月
二
日
（
土
）
十
一
時
〜
十
四
時
（
予
定
）

＊
秋
の
講
演
会

十
一
月
二
三
日（
土・祝
）十
四
時
〜
十
七
時（
予

定
）第

一
部　

細
野
正
人
先
生
（
学
生
相
談
所
）

第
二
部　

能
登
路
雅
子
先
生
（
本
学
名
誉
教

授
）

ど
う
ぞ
秋
の
駒
場
へ
！

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。


